
平成 23年６月 28日

関係機関等の長 各位

九州大学大学院人間環境学研究院

都市･建築学部門

部門長 菊地成朋

教員公募の期間延長について（依頼）

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

本年３月 日付で依頼を差し上げました本学大学院人間環境学研究院都市･建築学部門

構造防災系教授の公募は、 年東北地方太平洋沖地震の影響により応募に支障が生じて

いる状況を鑑み、公募期間を延長することになりました。既に応募されている方も、新た

な実績を追加するなどして、応募書類を再提出することも可能です。

つきましては、このことについて周知をいただきたく、よろしくお願い申し上げます。

なお、公募の締め切り期日以外の変更はございません。

敬具

記

１ 募集人員：教授 名

２ 所  属：都市・建築学部門 構造防災系講座

３ 専門分野：都市災害管理学、地震工学、地震防災学

４ 担当講義：工学部建築学科では地盤工学、建築荷重論などを、人間環境学府都市共生

デザイン専攻（大学院）では災害管理学特論などを、持続都市建築システ

ム国際コース（大学院）では、

英語による講義 などを担当する。

５ 着任時期：平成 年４月 日までに着任できること

６ 応募資格：博士もしくは の学位を有していること。専門分野において、大学院（修
士課程・博士後期課程）および学部で教育と研究指導ができること。

７ 選考方針：選考においては、応募資格に加えて下記の事項を勘案します。

①顕著な研究業績と高い社会的評価を有すること。

②専門分野以外にも十分な理解と関心を有し、多様な研究者と協働して、

新領域の教育研究活動が期待できること。

③大学運営に加えて産学連携活動や国際交流活動へ積極的に参加できるこ

と。

８ 提出書類：以下、全て部数は各２部、書式は自由とする。

①履歴書（写真を貼付する。）

       ②業績書

査読付き論文、著書、総説、作品、特許、その他学会活動など

       ③主要な業績の概要

業績書中の査読付き論文から主要なもの ５件 の概要 １件あたり 400 字

程度 と別刷り コピー可

       ④これまでの教育研究活動の実績と将来の抱負

研究活動、教育活動、社会活動等に関して、これまでの実績と将来の抱
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負を、項目別に全体で 字程度に記述したもの。

       ⑤研究助成獲得実績書

        研究課題、年度、金額、助成団体を明記したもの（研究代表者に限る）
⑥応募者について参考となる意見を伺える方２名の氏名、所属と連絡先 電

話番号、 メールアドレス

９ 選考方法：選考は原則として提出書類により行ないますが、必要に応じて、追加資料

の提出や面接などをお願いすることもあります。選考結果は 月までにお

知らせします。

応募費用：応募者が選考を受けるために必要とした費用は、全て応募者の負担としま

す。

送付先：〒 福岡市東区箱崎 － －１

     九州大学大学院人間環境学研究院 都市・建築学部門 部門長宛

      ①封筒に「公募書類」と朱筆し、簡易書留にて郵送して下さい。

      ②提出書類は原則として返却しません。

問合わせ先：九州大学大学院人間環境学研究院 都市・建築学部門 蜷川利彦

電話： ：
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092-642-3333 E-mail ninakawa@arch.kyushu-u.ac.jp

11 23 15締切り：平成 年８月 日（当日消印有効）
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